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2 Kp－13 ツト地ドレスのダイナミッククリープ特性と型くずれ
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＜目的＞　布の物性を考慮した保型性のよいニット地衣服の設計を目的として、これまで

にニット地ワンピースドレスの自重によるシノI/エット変化、一定の荷重下における時間経

過に伴う伸張変形挙動（Static　Creep）および動作に伴う繰り返し変形を想定した繰り返

し一定伸張荷重を与えたときの伸張変形挙動( Dinamic Creep）について検討してきた。

　本研究では試作のダイナミッククリープテスターを用い、歩行による小さな動作でも生

じる2gf/cniおよび5gf/CIDという低荷重下を条件とし、また実際に衣服の着脱行動を想定し

てニット地ドレスのダイナミッククリープ特性による型くずれ現象を検討した。

＜方法＞　太さの異なる羊毛糸3種を各々編み目ダイヤル3段階に調整して編み目密度を変

化させた計9種類で20×20CII1の試料を作製した。同試料のワンピースドレスの自重とほぼ等

価の荷重をN回繰り返し与えてクリープ実験を行い、伸び歪εを求めた。さらにその内3種

の試料については、着用中歩行などによる伸張変形が1日lOOOO回（予備実験による）生じ

ると仮定し、翌日は脱衣して放置した状態の２日間を1サイクルとして5サイクル繰り返し型

くずれのシミュレーション試験を行った。

＜結果＞　繰り返し回数Ｎとその伸びひずみεを両対数プロットすると、N＝IOOを境界とし

て次式の2直線で近似できることがわかった。（添字iは初期の直線、2はそれに続く直線）

　log £ = a 1÷k.・logN　　（1〈N'<100）　　　　　　log £-a 2十k2・ logN　　（N>100）

定数a 1。a 2はニット地の編み構造および糸の性質に依存し、クリープ係数k,、kaは試料

間に差が見られず、羊毛繊維固有の性質と見られ一定であることがわかった。

2 Kp-14 大島紬の洋服化の試み
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［目的］独特の染織技術に支えられた大島紬は、
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和服としての声価は高いが近年
和服ばなれの傾向が続き、減産の傾向が見られる。優れた織物である大島紬の特

徴を生かして、これを優雅なシルエットをもつ洋服とすることが可能であること

を示すべく試みた。

　[方法]デザインを立体裁断でパターン化したものと、従来の平面製図でパター

ン化したものとをまずトアールで比較した。次いで、実際に大島紬を試料とし立

体裁断により作品を製作し、洋服としてのシルエット及び布地の物性等から検討

を加えた。

　[結果]大島紬は、いせこみ、伸縮等技術的な面で洋服素材としての制約がある

が、従来の平面裁断ではなく立体裁断を活用することにより、これらの難点を解

決し、着物の延長線ではない洋服としての確実な美しいシルエットを作ることが

できる。また、高価な布を効率よく利用できることも‘今後大島紬を洋服化するに

あたって重要な要素であると考える。

　さらに。大島紬ｶﾀ洋服として利用される場合、軽くしわになりにくいという特

徴は洋服素材に適しており、耐久性についても一般の絹織洋服生地と比較して特

に問題はないと考えられる。
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